編集後記 by unknown
編
集
後
記
『
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
十
五
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
刊
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、関
係
各
位
に
多
大
な
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
号
の
内
容
は
、
本
セ
ン
タ
ー
の
二
〇
一
九
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
活
動
報
告
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告
と
し
て
、
巻
頭
に
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
整
理
・
公
開
状
況
を
収
録
い
た
し
ま
し
た
。
特
に
草
稿
類
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
利
用
が
年
々
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
後
も
利
用
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
二
〇
一
九
年
度
の
丸
山
文
庫
記
念
講
演
会
は
、
教
育
学
の
堀
尾
輝
久
先
生
(東
京
大
学
名
誉
教
授
)に
、「
丸
山
眞
男
先
生
の
平
和
思
想
―
―
ゼ
ミ
生
と
し
て
の
想
い
に
重
ね
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
丸
山
ゼ
ミ
の
受
講
者
と
し
て
の
貴
重
な
証
言
か
ら
丸
山
の
思
想
を
発
展
的
に
継
承
し
た
堀
尾
先
生
の
現
在
の
ご
活
動
ま
で
、
非
常
に
興
味
深
い
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
堀
尾
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
公
開
研
究
会
と
公
開
授
業
の
記
録
を
収
録
い
た
し
ま
し
た
。
公
開
研
究
会
で
は
『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
四
巻
(岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
)の
合
評
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
、
ご
報
告
く
だ
さ
っ
た
、
森
本
あ
ん
り
先
生
(国
際
基
督
教
大
学
教
授
)、
馬
場
紀
寿
先
生
(東
京
大
学
教
授
)、
中
田
喜
万
先
生
(学
習
院
大
学
教
授
)に
ご
報
告
の
フ
ル
ペ
ー
パ
ー
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
正
統
と
異
端
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
現
在
の
研
究
水
準
か
ら
論
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
丸
山
の
問
題
意
識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。
公
開
授
業
の
共
通
科
目
「
比
較
思
想
」
は
、
河
野
有
理
先
生
(首
都
大
学
東
京
教
授
)に
「
明
治
の
熟
議
―
―
『
明
六
雑
誌
』
と
論
争
の
時
代
」
と
い
う
題
目
で
ご
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た
。
随
所
に
現
代
的
な
ト
ピ
ッ
ク
を
ち
り
ば
め
た
古
く
て
新
し
い
『
明
六
雑
誌
』
の
議
論
に
、
受
講
者
も
熱
心
に
聴
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。
丸
山
眞
男
関
係
未
発
表
資
料
翻
刻
と
し
て
、「
諸
家
宛
丸
山
眞
男
書
簡
十
九
点
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
戦
時
中
か
ら
晩
年
ま
で
の
書
簡
に
よ
っ
て
丸
山
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
が
ま
た
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
書
簡
の
ご
提
供
・
掲
載
許
可
を
い
た
だ
い
た
皆
様
な
ら
び
に
書
簡
に
関
す
る
情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
丸
山
彰
氏
、北
彰
氏
、
高
橋
博
巳
氏
、
樋
口
陽
一
氏
、
藤
田
啓
介
氏
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
調
査
報
告
は
前
号
よ
り
連
載
開
始
の
「
丸
山
眞
男
研
究
文
献
年
表
」を
収
録
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
ま
た
、
今
号
に
は
山
辺
春
彦
講
師
の
論
文
「
丸
山
眞
男
に
お
け
る
一
九
五
〇
年
代
後
半
講
義
」
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
、
前
号
の
「
戦
中
丸
山
眞
男
・
小
山
忠
恕
書
簡
往
復
二
一
点
」
第
二
書
簡
で
小
山
の
宛
先
に
な
っ
て
い
る
「
西
郊
ロ
ッ
ヂ
ン
グ
」
に
つ
い
て
、
荻
窪
に
実
在
し
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
澤
田
朋
子
氏
、
丸
山
彰
氏
、
平
石
直
昭
先
生
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
は
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
丸
山
眞
男
研
究
、
ひ
い
て
は
近
代
思
想
史
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研
究
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
支
援
の
ほ
ど
、
な
に
と
ぞ
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
長
和
田
博
文
訂
正
：
本
『
報
告
』
第
十
四
号
(二
〇
一
九
年
三
月
)四
六
頁
下
段
一
二
、
一
四
行
目
の
「
観
閲
点
呼
」
は
、
正
し
く
は
「
簡
閲
点
呼
」
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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